
熊本県公共工事請負契約約款の改正について

1談合その他不正行為による契約解除の追加（第44条の2〉

（1）改正内容

次の談合等の不正行為が行われた場合に契約解除ができる規定を追加する。

①独占禁止法違反（入札談合）

②刑法第96条の3（競売等妨害、刑法談合）

③刑法第198集（贈賄）

（2）改正理由

入札談合防止のためには、事業者が談合等の不正行為を行った場合に発注者がペナ

ルティを課す姿勢を明確にすることが効果的である。このため、約定解除ができるよ

うに条項を追加するもの。

2　賠償の予約の追加（第48条）

（1）改正内容

次の談合等の不正行為が行われた場合の賠償規定を追加する。

①独占禁止法違反（入札談合）

②刑法第96条の3（競売等妨害、刑法談合）

なお、賠償金の板は判例等を勘案し請負代金額の10分の1とする。

（2）改正理由

事業者が談合等の不正行為を行った場合に発注者が事業者に対して行う損害賠償に

っいては、約款第51条による協議あるいは民事訴訟の提起により可能だが、協議あ

るいは裁判による手間及び時間がかかることや、損害板の算定が困難であることから

速やかな賠償金の請求を可能にするため条項の追加を行うもの。

また、事業者に談合への厳しい対処を事業者に示すことにより談合の抑止効果も期

待される。

3　相殺の追加（第49条）

（1）改正内容

賠償金、損害金及び違約金と請負代金を相殺できる規定を追加する。

（2）改正理由

公共工事関係業務委託契約書等については、導入清くH12・3・17）である相殺規定につ

いて、本約款においても県が有する債権を確保するため規定するもの。

4　その他（第45条、第47条、第50～53条）

（り　改正内容

第45条に見出し「その他の甲の解除権」を追加し、また、第44条の2の追加に

より条文を整理する。

（2）改正理由

第44条の2の追加等により条文を整理するもの。




























